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産官学連携ゼミ事例報告
―地方自治体への長期インター ンシップ―
小西　和信
１. はじめに
武蔵野大学では、2012年 4月からキャリア開発科目群として全学横断の「産官学連携ゼ
ミ」を開講している。初年度は 5講座でスタートし翌年度から 7講座となっている。筆者
はその一つ「地方行政・図書館司書ゼミ」（4単位、通称：司書ゼミ）を担当している。こ
のゼミは 3年次生を対象としており、ゼミ受講者はあわせて「長期インターンシップ」（4
単位）と 4年次の「総合研究」（4単位）の履修が義務づけられている。
履修者は、2012年度が 11名（長期インターンシップは 9名）、2013度 5名、2014年度
9名で、今年の 3月に第 1期生が巣立っている。
本稿では、3年目を迎えた司書ゼミの活動状況をたどり、その中核に位置づけられる＜産
官学連携による「長期インターンシップ」＞について報告したい。
２. 司書ゼミの概要
2.1.　公務員と司書〜ゼミの目的〜
2012年 2月に教務課（現学務課）及びキャリア開発課（現就職・キャリア開発課）から
出された新 3年生向けのガイダンスの案内文によると、各ゼミの担当教員、連携先、履修
条件、定員、補足条件として簡単なゼミの内容が記されている。「地方行政・図書館司書ゼ
ミ」の項には、連携先「北海道東川町役場」、履修条件「司書課程履修者、公務員を志す者」、
補足事項「図書館の活用による文化基盤の形成と地域コミュニティの創造を実践すること
で、図書館運営と行政サービスの実際を学びます」とある。
これだけの情報で応募する学生たちにこのゼミの趣旨、方向性が理解できたのかどうか心
許ない限りであるが、初年度には、意欲ある 16名の学生の応募があり、面接選考の結果 11
名（1期生）とこの新しいゼミをスタートさせることになった。
そもそも何故「公務員＋司書」という組み合わせなのか、多少説明を要するだろう。公務
員を志望し地方行政の仕事に携わりたい者という括りでゼミ生を集めるのなら容易であるの
に、司書課程履修者の条件が付いているのである。応募者の中には、司書の仕事にはまった
く関心のない公務員志望者がいる一方で、司書になりたいと思っているが公務員受験は考え
ていない者もいる。にもかかわらず「公務員＋司書」の組み合わせを条件としたのは、司書
課程担当教員としての筆者の思いがある。
司書の仕事をしたい、図書館に就職したいという希望を持って司書課程を履修する学生は
全国で毎年 1万人に及んでいる。この数字は過去 2、30年間大きな変化はないはずである。
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一方、正確な数字はないが、図書館への就職者（正規職員）は 3%程度と言われている。文
部科学省の定めた最低 24単位以上の関連の基礎科目・専門科目群を学び、苦労の果てに得
た資格の成果がその程度なのである。
本学でも、毎年 80～ 100名ほどの司書資格取得者を出しているが、課程修了者の図書館
及び関連機関への就職者は非正規職員を含めて 10名前後に過ぎない。今春の修了者の進路
で筆者が把握している範囲では、地方公務員 4名（うち嘱託職員 1名）、私立大学図書館職
員 3名（うち非常勤 1名）、図書館系企業数名（うち正規 2名）である。他に、司書課程に
学んだ知識と少し関連がある IT企業への就職者が 10名弱ある。とはいえ、この結果も学
生諸君の必死の努力によって生み出されたものである。少し前までは正規の司書就職者は皆
無に等しかったと記憶する。図書館員になるために何をすべきかを「明確に」伝えるように
して 2､ 3年経ってから公務員試験の合格者が出始めた。2011年度から 3年続けて難関の
国立大学法人への合格者（今春の合格者は特別区に就職したため辞退）も出た。指導の中味
としたのは、「司書になるなら公務員試験を受験せよ」というものである。
1970年代から 80年代にかけて、都道府県は当然として、多くの市区町村でも司書職の
別枠試験が用意されていた。それが 90年代以降になって別枠採用が減少し、現在では都道
府県立図書館とごく一部の市区町村で実施されるのみで、司書枠の試験には百倍近い応募者
が押し掛け、採用されるには籤に当たるような幸運に恵まれなければならない状況である。
したがって筆者は、一般行政職の受験を勧めているのである。もちろん、司書専門職枠受
験を否定しているわけではなく、司書になるルートとして一般行政職枠を視野に入れようと
いうことである。当然、配属先が図書館になるとは限らない。むしろ他の部署に配置される
可能性が高い。しかし司書の仕事に就いた際に、他の部署での経験がどれほど役立つか証言
する図書館員は多いのである。そもそも、司書枠で入ったとしても人事異動で他部署に移る
こともある。近年は専門職の育成より総合的人材の育成に傾いているからである。その当否
はさておき、司書として働くためには、公務員になることが必要条件なのである。
公務員を目指すことの利点は、その受験勉強の成果がペーパーテスト重視の企業等への就
職にも有利に作用することである。筆者自身は、図書館員や司書のみを司書課程修了者の就
職先と考えているわけではない。むしろ司書課程で学んだことは幅広い分野で活かすことが
できると信じているので、学生たちが司書になる、公務員になることを目指す過程で、多様
な職業に遣り甲斐や価値を見出すことを望んでいる。「司書になるなら公務員試験を受験せ
よ」は、そうした幅広い職業選択への道標として選んだのである。
「公務員」と「司書」が結びつく理由は以上の通りである。ゼミでは、司書になりたいと
希望する学生たちに公務員の仕事がどういうものか、地方行政とは何かを公務の現場での体
験（長期インターンシップ）を通じて学んでほしいと考えたのである。あえて言えば、何と
なく司書のような仕事をしたいと淡い志向しか持っていない司書課程履修者に対して、就業
に対する現実的なイメージを持ってもらうためのキャリア教育の一環として、このゼミを位
置づけたのである。
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2.2.　3 年ゼミ
3年間ほど学内のキャリア開発委員として、インターンシップ学生の指導等を担当し、
キャリア教育に対するささやかな経験はあったものの、通年の「産官学連携ゼミ」をどのよ
うに運用するかとなると、参考とするべき先行モデルもなく、シラバス作成から苦しむこと
になった。結局、①就業力をつけることを目標にすること、②「3年ゼミ」「長期インター
ンシップ」「総合研究」と 3科目がセットになっているので、これら三者の有機的な連関を
重視することの二点を軸にカリキュラム内容を考えることにした。つまり、「長期インター
ンシップ」を核として、その事前準備としての「3年ゼミ」、事後の振り返り、体験の定着
としての「総合研究」という配置関係を念頭に置くことにしたのである。
3年ゼミの主な内容は、以下の通りである。
① 図書館情報学基本文献輪読発表演習
・基本文献を読み、レポート発表する（プレゼンの練習を兼ねる）
・発表について意見交換（他の読書経験を共有する）
・前期課題として各自感想文（2000字程度）を提出する（提出期限：8月中旬）
［これまで採り上げられた図書（著者の五十音順）］
尼川ゆら、尼川洋子、多賀谷津也子著『図書館を演出する：今、求められるアイデアと実践』
（人と情報を結ぶWEプロデュース、2010）
有川浩『図書館戦争』（メディアワークス、2006）
アンニョリ，A．；萱野有美訳『知の広場：図書館と自由』（みすず書房、2011）
五十嵐絹子『学校図書館ビフォー・アスター物語：図書館活用教育の全国展開を願って』
（国土社、2009）
大串夏身［ほか］著『触発する図書館：空間が創造を育てる』（青弓社、2010）
門井慶喜著『おさがしの本は』（光文社、2009）
小林ソーデルマン淳子、吉田右子、和気尚美著『読書を支えるスウェーデンの公共図書
館：文化・情報へのアクセスを保障する空間』（新評論、2012）
シャンティ国際ボランティア会（佐藤涼子、渡辺有理子ほか）編『図書館は、国境をこえる：
国際協力NGO30年の軌跡』（教育史料出版会、2011）
篠原ウミハル著『図書館の主；１』（芳文社、2011）
竹内紀吉著『図書館の街浦安：新任館長奮戦記』（未来社、1985）
常世田良著『浦安図書館にできること：図書館アイデンティティ』（勁草書房、2003）
根本彰著『続・情報基盤としての図書館』（勁草書房、2004）
根本彰著『理想の図書館とは何か：知の公共性をめぐって』（勁草書房、2011）
埜納タオ著『夜明けの図書館』（双葉社、2011）
林みかせ著『青色図書館』（白泉社、2005）
北羽新報社編集局報道部『廃校が図書館になった！：「橋本五郎文庫」奮戦記』（藤原書店、
2012）
本間一夫著『指と耳で読む：点字図書館と私』（岩波新書、1980）
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前川恒雄著『移動図書館ひまわり号』（筑摩書房、1988）
前川恒雄著『われらの図書館』（筑摩書房、1987）
マグヌスセン矢部直美、吉田右子、和気尚美著『文化を育むノルウェーの図書館：物語・
ことば・知識が踊る空間』（新評論、2013）
柳与志夫著『千代田図書館とは何か：新しい公共空間の形成』（ポット出版、2010）
渡部幹雄著『図書館を遊ぶ：エンターティンメント空間を求めて』（新評論、2003）
渡辺有理子著『図書館への道：ビルマ難民キャンプでの 1095日』（鈴木出版、2006）
② 大学図書館、公立図書館の見学、実習
・いろいろな図書館を見学し、報告し合う（図書館を見ることが何よりもの勉強）
・大学図書館の企画展示に参加する（企画・実施）
［見学先（一部）］
国際子ども図書館、東京こども図書館、調布市立中央図書館、新宿区立中央図書館、武蔵
野市立武蔵野プレイス、練馬区立子ども図書館など。各自が個別に訪問した図書館は多数。
③ 地域の「読み聞かせ」ボランティアへの参加
・地元図書館のボランティアグループに参加→当初、西東京市ひばりが丘図書館の読み聞
かせボランティア（水曜日）を対象として考えていたが、時間的な調整がつかず、各自
地元の図書館の「読み聞かせ」見学、ボランティアへの自主参加に切り替えた。
④ 関連文献書誌作成実習
・「地域と図書館」「高齢者と図書館」などのテーマでの書誌作成実習。「総合研究」への
接続を意識した作業。これは実施できていない。
⑤ 図書館経営学演習
・地域における図書館活性化プラン立案→本格的な取組みに至っていない。
⑥ 長期インターンシップ事前準備
・受入先（北海道東川町）についての知識を深める→ホームページ等を各自調査し発表。
・地方行政に対する基本的知識の獲得。
・職場マナーについて→ここでは、「インターンシップ事前授業」などの科目で行われて
いる「働くとは何か」という就業への心構えから、職場（特に役所）というところがど
ういうところかを話し合う。先輩ゼミ生の作成した「長期インターンシップ・マニュア
ル」が絶大な効果を発揮する。
・「自主企画」についての準備→主として「お話し会」で使用する絵本、紙芝居等の選定
と「読み聞かせ」について勉強。
⑦ 長期インターンシップ事後研修
・長期インターンシップの最終日に行った「課題発表」のブラッシュアップ演習→内容の
深化、プレゼン技術の向上を図る。
・成果発表会→当初「産学官連携ゼミ」全体での成果発表会の企画があったが、現在は個
別に行っている。本ゼミでは、「4年ゼミ」生を前にプレゼン発表をする形で実施。
・インターンシップの総括
・マニュアル作成
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⑧ 公務員受験対策
・公務員合格者（司書課程履修者）を囲む会の実施
［実績］
2013年 1月　東京都Ｍ市、大分県Ｋ市合格者から体験談を聴く。
2014年 1月　東京都特別区（Ｉ区）、東京都Ｈ市合格者から体験談を聴く。
なお、シラバスに示した到達目標は、①社会、地域に貢献するという利他的意識の醸成、
②図書館情報学分野（司書職）における専門的知識、能力の獲得、③公務員試験受験に必要
な基礎学力の養成、④地域の図書館経営、活性化のための提案立案の 4点であるが、3年目
の中間時点での評価としては、まだまだ不十分であると言わざるを得ない。
2.3.　総合研究（4年ゼミ）
本ゼミでは、3年ゼミの 12月に各自決定したテーマにそって、総合研究の準備に取り掛
かる。5月と 10月に進行状況の中間発表を行い、ゼミ生同士による討議を通じて、内容の
深化を図っている。テーマは、図書館情報学分野から自由に選んでもらうこととし、特に、
長期インターンシップでの経験を踏まえたもの、お世話になった東川町に何らかのお返しの
できるもの（たとえば、新しく構想されている図書館の要件などについて）を勧めている。
提出期限は、当初 12月末に設定していたが、学部の卒業論文（12月中旬）との競合を考
慮し、1月末にした。分量は 2万字以上とし、学部の卒業論文と同程度とした。
第 1期生の「総合研究」は、期待を上回るレベルで執筆してもらえ、「ダブル・メジャー」
という目標も決して夢ではないという感触を得た。
内容的には、テーマも多岐にわたっているが、いずれの研究にも長期インターンシップで
の経験や東川町への思いが色濃く反映されたものであった。
［2013年度テーマ一覧（実績）］
①「小学校の学校図書館：調べ学習のための魅力的な学校図書館とは」　
②「図書館のインテリアと空間：実例を見ての研究」
③「子どもためにどんな本を選ぶか：地域の図書館を中心に」
④「公立図書館のおける読み聞かせの意義と位置付け」
⑤「読み聞かせの効果と技法について」
⑥「利用者はどのようなきっかけで資料を手にするか？：図書館における“きっかけ”の
作り方」
⑦「地元の活性化のために私たちができること」
⑧「図書館施設の安全対策」
⑨「図書の装幀と図書館」
⑩「児童図書館の利用促進について」
⑪「図書館員に求められる接遇、ホスピタリティのあり方」
［2014年度テーマ一覧（予定）］
①「浦安市立図書館における利用者サービスと今後の課題」
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②「絵本の成立をめぐって」
③「図書館でまちづくり：生涯学習施設としての図書館のあり方」
④「図書館における福祉サービス」
⑤「移動図書館の過去と未来：「能動型」図書館サービスを目指して」
３.　長期インターンシップ（3年次）
3.1.　連携先の東川町について
2012年から長期インターンシップの受入れ先になってくださっている北海道東川町は、
北海道の最高峰旭岳（大雪山連峰）の麓にある森林資源と観光資源に恵まれた米作農業と木
工の町である。北海道第二の都市旭川市から 13キロ、旭川空港から 7キロという交通至便
の地点に位置している。人口は、2014年 11月 6日に 8千人を超えた。人口減が当たり前
の北海道の市町村にあって、微増とはいえ年々の増加傾向は稀有なことである。
同町は、1985年から全国高等学校写真選手権大会（写真甲子園）や東川町国際写真フェ
スティバルなどを中心に、写真を核とした町づくりを行っており、「写真の町」として全国
的に知名度が高い。さらに、職員の提案に基づく町独自の「新婚姻届」「新出生届」や、町
に生まれた子どもの 100日のお祝いにデザイナー制作の椅子をプレゼントする「きみの椅
子事業」などのユニークな事業を展開している。町で生産される米も「東川町米」としてブ
ランド登録されている。また、町の同年世代人口の半数近くが通園する幼保一元化施設「も
もんがの家」は、子育て世代から大きな信頼感を得ており、子育て環境の充実度に魅かれて
移住してくる若い世代もあると聞く。国際交流面では、近年急速に活動が活発化しており、
台湾・中国・韓国・タイ・ラトビア等から年間 600名を超える日本語研修生を受け入れて
いる。
東川町を知るにつけ、何よりも驚くのは、この町のイベントの多さである。「写真甲子園」
「国際写真フェスティバル」をはじめ、秋の収穫祭に位置づけられる「くらし楽しくフェス
ティバル」、「てっぺん祭り」、「どんとこいまつり」、「町民体育祭」、「トライアスロン」、「氷
まつり」など四季折々に、町職員と町民が一体となったイベントが数多く実施されている。
東川町は、過疎化の激しい北海道の自治体にあって、町民人口の推移にも端的に現われて
いるように、町づくりや町の活性化に成功した自治体の一つである。
筆者はゼミの引率でこの 3年間何度も東川町を訪れているが、その度に東川町の「元気
な町」ぶりに驚くばかりである。町の活性化の源は何か？筆者の観察するところ、在任二期
目の松岡市郎町長の改革への意欲とそのリーダーシップを挙げることができるだろう。それ
を支える合田副町長や林教育長らの町の幹部職員、そして何よりも町の諸事業を担っている
各課長職をはじめとする町職員の町づくり（この言葉が適切かどうか措くとして）への熱意
である。筆者の見聞の範囲なので、個別の名前を挙げることは控えるが、それぞれの職員が
顔の見える仕事をしているのである。全員が町づくりに対してあらゆる努力をしている。国
や道の補助金への積極的な応募はもちろん、町のために「やれることは何でもしている」の
である。その様子は、奇しくも東川町に隣接する「旭山動物園の奇跡」を彷彿させるものが
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ある。廃園の危機から全国一の入園者（夏季）を誇るまでの奇跡の復活劇を演じた旭山動物
園の小菅前園長の「（園を立て直すために必要な）やれることは何でもやる」精神が息づい
ていると感じられた。
そのような優良自治体が何故、長期インターンシップの受入れ先になってくださったか、
この点は全面的に本学の事務方、就職・キャリア開発課（当時キャリア開発課）の中塩課長
の積極的な働きかけによる。当時、町側は大学とのコラボ、長期インターンシップの受入れ
などまったく念頭になかったそうで、東川町の町の取り組み、町幹部の方々の熱意に心酔し
た中塩課長の献身的な説得によってマッチングが成り立ったようである。2011年 11月に、
洞口キャリア開発部長、中塩課長、筆者で東川町を訪問し、松岡町長、合田副町長、増田企
画総務課長、林地域活性課長（当時）にお目にかかり、産官学連携プロジェクトの一環とし
ての長期インターンシップの依頼をしている。翌 2012年 3月には本学で開催された「第 1
回武蔵野大学就業力育成シンポジウム」に合田副町長、林課長に参加いただき、本学のキャ
リア教育への取組みへのご理解をいただいた。自治体側に必ずしも積極的な理由が見出せな
い今回のようなケースでは、とりわけ双方の信頼関係の構築が重要であり、そのために動く
事務方の誠意努力が決定的に作用するのではないかと思う。本学では他の産官学連携ゼミや
インターンシップでも数多くの企業、自治体のお世話になっているが、こうした企業、自治
体等との連携先の開拓は、大学職員の不断の努力の賜であることを付言しておきたい。
3.2.　長期インターンシップの内容
（1）　大学側からの要望事項
長期インターンシップに当たり、受入れ先にあらかじめお願いした点は、インターンシッ
プは、学生が社会に出て就業するための事前実習が目的なので、特別扱いをせず現場研修を
していただきたいという基本条項に加え、①起床後毎朝掃き掃除をさせてほしい（宿泊先
ほっとはぁと）、②週 1回程度公共施設敷地（庁舎周辺）の清掃をさせてほしい（これは実
際には土日を除いて毎朝することになった）、③配属になる各課で課題を与えてほしい（実
習終了後に発表させ評価の対象とする）、④祭りなど地域のイベントに参加させてほしい
（東川神社祭、抜穂祭、くらし楽しくフェスティバル、食べマルシェ等）、⑤職員全体で取り
組む行事への参加、⑥時間外に自主企画（読み聞かせ）を実施させてほしい、などの諸点で
あった。他に、窓口となっていただいた地域活性課側と打合せし、土日勤務の場合の代休措
置、勤務時間（通常は 8:30～ 17:15、イベント時は変則勤務もあり）、期間中の名札着用、
挨拶の励行（していない場合は遠慮なく注意を！）など細々した生活レベルでのお願いまで
してしまった。
（2）　長期インターンシップの日程
2012年度、2013年度、2014年度と 3回実施された長期インターンシップは、いずれも
8月下旬から 9月下旬までの約 1か月間である。この時期は、学生の夏季休暇期間中である
こと、受入れ先の業務が「写真甲子園」などの大きなイベントを終えて、繁忙期ではないこ
とで選ばれている。東川町でのイベントとの関連、宿泊施設の空き状況など、期間を決める
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ための条件が幾つかあるので、将来にわたってこの時期と決まっているものではないと認識
している。ちなみに、今年度の日程を示すと以下の通りである。
（3）　配属先
ゼミ学生の配属先については、全員が司書課程専攻ということで、図書館関連部署への配
慮もいただいたが、「公務員の仕事ができるようになることが司書への道」という筆者の考
えを示した上で、通常のインターンシップとまったく同じに扱っていただくことにした。筆
者自身、かつての職場で実習生の受入れ経験があるので想像がつくが、多忙な日常業務の傍
ら長期の実習生を受け入れることの負担は大きく、「学生を育てる」という趣旨を理解し受
入れを決断された各部署には心から敬意を表したい。3年目の 2014年度には、新たに企画
総務課、写真の町課および税務課も受け入れてくださった。
配属先は、受入れ窓口をやってくださっている地域活性課の杉山課長の方で、学生たちの
「自己紹介書」や「インターンシップ志望動機」などを参考資料として決定いただいている。
ご負担をかける形になり恐縮しているが、配属先というものは個人の意思と無関係に天から
降ってくるものだという「社会の常識」を学生たちに味わってもらう意味でももっとも適切
な方法と考えている。
［2012年度 9名の配属先］
教育課（1名）、文化交流館（1名）、子ども未来課・幼児センター（2名）、定住促進課
（1名）、（株）東川町振興公社（1名）、一般社団法人東川観光協会（道草館）（2名）
［2013年度 5名の配属先］
教育課・文化交流館（2名）、定住促進課（1名）、産業振興課（1名）、保健福祉課（1名）
［2014年度 9名の配属先］
企画総務課（1名）、税務課（1名）、写真の町課（1名）、教育委員会（2名）、子ども未
来課・幼児センター（2名）、定住促進課（1名）、保健福祉課（1名）
月　日 予　定
8月 21日（木） JR旭川駅到着→宿泊先ほっとはぁと。机上研修。歓迎 BBQパーティ
8月 22日（金） 東川町内研修
8月 25日（月） 庁舎内等紹介。配属先引継ぎ。東川町神社祭神輿担ぎ
8月 28日（木） 抜穂祭（収穫感謝祭）
9月 6日（土） くらし楽しくフェスティバル
9月 7日（日） くらし楽しくフェスティバル
9月 12日（金） 慰労 BBQパーティ
9月 16日（火） 実習発表準備（会場設営含む）。実習発表
9月 17日（水） 各課挨拶。旭川空港
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（4）　自主企画
配属先での実習だけではなく、実習期間中にボランティアとして町に貢献したいという学
生からの声に基づき、自主企画を実施することとし、司書ゼミらしく読み聞かせを中心とす
る「お話し会」の企画を立てた。
初年度の自主企画は、「ほんはともだち！」というイベントを開催するというものであっ
た。9月 8日（土）、町の農村環境改善センター多目的ホールにおいて、第 1部：お話し会
『雪渡り』（電子紙芝居）と第 2部：講演会「本を通して子どもとつきあう」（武蔵野大学文
学部教授宮川健郎先生）を実施した。実習開始 2週間目までの短期間に、会場の手配、チ
ラシ作成、講演者の著作の展示（旭川市立図書館や北海道立図書館から相互貸借で集めた）、
パフォーマンスの練習、集客活動まで準備するのはきわめてハードなスケジュールで、連日
徹夜に及ぶ準備作業となったようである。そのようにして臨んだイベント当日であったが、
町の中学校の体育祭とぶつかり、十分な参加者を集めることができず、苦い体験をすること
になった。
2013年度からは、時間外実施が前提の自主企画だったが、折から町の教育委員会で進め
ていた「親と子の移動朗読会」に位置づけていただくことになり、業務の一環として「お話
し会」を行うことになり、担当は午後 3時に業務を終え、幼児センターや学童保育センター
に出向くことになった。
火、木曜日は幼児センター（3歳児・4歳児・5歳児の 3クラス）、月水金は学童保育セン
ター（1～3年生・4～6年生の 2クラス）において、計 8日 24回のお話し会を実施した。
使用する絵本や紙芝居は東京で選定・持参し、実習期間に入ってから本格的な練習を宿泊施
設で深夜まで行うことになった。
2014年度も前年とほぼ同規模で実施している。子どもたちを前にして、予測とは違う反
応に驚きながらも、本番で揉まれたことで、各自「読み聞かせ」に対して少なからぬ自信を
持って戻ってきたように見える。
（5）　課題発表会
最終日の午後に、各課での実習の集大成として、与えられた課題の発表会が行われる。各
自 10分程度の持ち時間で、プレゼン発表をするのである。課題は実習開始後すぐに、各課
長から与えられる。本人の希望を聞かれる場合もあるようである。発表当日は、議会の開催
期間中で、議会終了後の時間帯に設定されているので、町長、副町長、町議会議長、12名
の議員全員、受入れ先の各課長などまさに東川町の幹部全員が揃う中で実施される。さなが
ら議場で発言するような雰囲気で、町への提案に対しては議員から厳しい質問が入ることも
あり、学生ならずとも大きな緊張を強いられるものである。
2年目、3年目のゼミ生は、先輩からの申し送りがあるので、発表のための準備は入念に
行われている。とはいえ、毎日の実習終了後、「お話し会」等も終えてからの準備のため、
宿泊施設に戻って、深夜まで準備することになったようである。
通常のインターンシップのように「実習ノート」のようなものはつけさせていない代わり
に、この課題発表があるので、実習の経験を深化させるためにきわめて有効であると思われ
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る。当日の発表だけで終えるのはもったいないので、後期の 3年ゼミで「課題発表プレゼ
ンのブラッシュアップ」にかなりの時間を費やすことにしている。
長期インターンシップにおける経験の定着こそが生命線と考えているので、町から与えら
れた課題を最大限に活用しようと考えている。
［2012年の課題］
①「東川町における「子ども未来課」の役割について」（子ども未来課・幼児センター 2名）
②「新しくなる東川小学校の学校図書館の利活用方法の提案について」（教育課）
③「東川文化交流館の利用状況と今後の利用促進につながる提案について」（文化交流館）
④「東川町が元気な理由」（産業振興課）
⑤「窓口業務の対応の仕方について」（定住促進課）
⑥「キトウシ家族旅行村のサービス業における接客の仕方（窓口・電話応対）、物販にお
けるレジの使い方等」（㈱東川町振興公社）
⑦「新しい商品開発の企画書」（一般社団法人ひがしかわ観光協会 2名）
［2013年の課題］
①「本好きな子を育てるためには」（教育課）
②「住民対応について」（定住促進課）
③「地域イベントを通じた東川町の魅力」（産業振興課）
④「文化交流館の図書貸出利用傾向と利用率改善」（教育課）
⑤「高齢者や障がい者に対するコミュニケーション」（保健福祉課）
［2014年の課題］
①「東川株主制度について―株主制度の改正点及びより発展させるための手法について―」
（企画総務課）
②「写真の町とは」（写真の町課）
③「ａ．幼児センター卒園児の健全育成について」（子ども未来課・幼児センター）
④「ｂ．新たにできる地域交流センター、文化交流館、公民館等の公共施設を健全育成に
どう活用すべきか」（子ども未来課・幼児センター）
⑤「新しい図書館建設に当たって東川町らしいコンセプトを一つ提案する」（教育委員会）
⑥「高齢者や障がい者との接し方について」（保健福祉課）
⑦「新しい図書館建設に当たって東川町にはどんな図書館があったら良いか」（教育委員会）
⑧「町の税務行政における課税事務について―窓口対応を通して―」（税務課）
⑨「分かりやすい窓口について―窓口対応及び申請書類の配置を通して―」（定住促進課）
3.3.　生活面（共同生活）
本インターンシップで最大の特徴点は、町の宿泊施設「ほっとはぁと」での共同生活であ
る。慣れない遠隔地で、同じ大学の仲間とはいえ大勢の他人と寝食を共にする。ほとんど自
炊経験のない学生たちが、食材の買い出しをし、他人の分まで朝夕の食事を作り、後片付け
をし、キッチンや居室の清掃、その上、洗濯、寝具の上げ下げまで毎日するのである。
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また滞在期間中（雨の日も）、お世話になっている東川町への感謝の気持ちを忘れないた
めに、早朝の出勤前に 20分程度、全員で宿泊施設から役場庁舎周辺の清掃を行ってきた。
竹箒など扱ったことのないにもかかわらず、黙々と清掃を行ってきたのである。
一方、休日には連立って自転車で旭川市まで出かけたり、東川町内を巡ったり、思い思い
の異郷での生活を楽しんだりする。ほとんどの時間は、お話し会の練習だったり、課題発表
の準備だったり、大学のホームページにアップするブログ記事の執筆だったり、忙しい毎日
を送っていたようである。
第 1期生たちの作成した「図書館司書ゼミ 長期インターンシップ必携マニュアル」には、
「共同生活」の項に、「①メンバーともすごく仲良くなれる。それはもう。②色々な話ができ
るので世界が広がる。③自炊など生活力が上がる。④積極性が身につく。⑤団結力が上が
る。」と積極的な評価が目立つ。恐らくこれまでの人生で経験したことのない不自由さや他
人との軋轢をも味わったであろう共同生活について、後輩たちにこのような前向きなメッ
セージを残しているのである。
第 2期生のマニュアルは、具体的である。生活の様子が分かるので引用してみる。
「3　共同生活について
ほっとはぁとは、近隣住民のかた、一般利用の宿泊の方、他大学の学生さんなど様々
な人が利用します。マナーを守って清潔に利用しましょう。くれぐれも迷惑にならない
ように。
①鍵の管理に気を付けよう。
②洗剤やシャンプー、サランラップなどの消耗品は一応置いてありますが、自分たちで
用意することをおすすめします。
③冷蔵庫は共同。食材には名前を書いておくとよい。
④洗濯は1時間ほどかかります。放置することのないよう計画的に。
⑤使ったものは元の位置に戻す。
⑥規則正しい生活を心がける→寝不足では仕事に集中できません。
⑦自炊をすれば意外とお金はかかりません（私たちは一人5千円で済みました）。
⑧みんなで協力すればなんとかなります!!!」
3.4.　長期インターンシップの成果と課題
（1）　学生たちの成長
「学生が変わる！」（「大人になった」など）これは筆者だけでなく、就職・キャリア開発
課の職員全員が学生たちの変化、成長を認めている。もし、学生たちの身内の方々に感想を
聞くことができれば、間違いなくその変化や成長ぶり気づいてくださるはずである。
その要因として、①公務員として働く東川町役場の職員の方々を身近に見て、「公に尽く
すこと」の意味を肌身で感じたこと、②休日を問わず町のイベントに参加し熱心に働く様子
や、窓口で親しみを持って丁寧に町民に接する姿を通して、公務員（に限らず職業人）にな
りたいという目標が明確になり意欲的になったこと、③何事にも自覚ができたことなどが考
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えられる。④また、1か月の共同生活で得た知恵やコミュニケーション力の形成も大きな要
因であろう。たとえば、前述の第 2期生のマニュアルの「マナー」の部分に、キッチンや
シャワー室等の清掃に触れて「利用する前よりきれいな状態に」という言葉がある。その先
に「たとえ自分たちが汚したわけでなくても、小西ゼミにはほっとはぁとの清潔を保ち、
ルールを守れない人に注意を促す義務があります」とある。自らの体験からこういう言葉が
出てくるところまで学生たちが来ていたことに感動を覚えた。これらは、自宅から通うイン
ターンシップや、ゼミ研修合宿等では得られない性質の体験である。未熟な存在ながら、役
場の一員として迎え入れられたことによる効果であると考えられる。
学生の変化、成長にとって何よりも大きな役割を果たしたのは、もちろん「東川町役場」
というフィールドである。あらためて東川町という自治体の持つ「教育力」に気づかされる
と同時に、学生たちを導いて下さった職員の皆様に感謝申し上げたい。
（2）　就業力は向上したか
産官学連携ゼミの目標からすれば、変化、成長だけでなく、就業力に結び付いたかどうか
という点までシビアに評価しなければならないだろう。第 1期生の就職は、公務員 2名（嘱
託 1名）、一部上場企業 1名、図書館会社 1名、大手スーパー 1名、販売系 3名、IT企業 1
名、不動産会社 1名である。こうした結果をもって、インターンシップの効果が出ている
かどうかを判断するのは難しい。なぜなら、もし参加していなかったらどういう結果になっ
ていたかが予測できないからである。
楽観的な言い方になるが、就職に対して強い志向性を持たない司書課程の学生一般からす
れば、明らかに就業力が向上していると見ることができるだろう。就職・キャリア開発課の
評価も同じようである。
（3）　連携先のメリットはあるか
送り込んだ大学側のメリット、成果は確実にあったと言えるとして、受入れ側の東川町で
はどうだろうか？　長期インターンシップが始まる年、挨拶に伺った席上で松岡町長から、
①町の人口増加につながること、②若者の雇用促進につながること、③地域の活性化につな
がること、の 3点の受入れ自治体側からの期待が述べられた。残念ながら、そのいずれに
も明確な成果を出せぬまま今日に至っている。それでは、大学側の一方的な「実習」に過ぎ
なかったということになるのだろうか？
2013年 3月 8日（金）に本学有明キャンパスで開かれた「産学連携ＦＤワークショップ」
のパネルディスカッション「日本の未来を創出する人材育成の観点で地方自治体と大学が連
携協力すべきことは何か」において、パネリストで登壇された松岡町長は、長期インターン
シップは、読み聞かせなどで実際のメリットがあるし、若者たちが町を歩き回ってくれるだ
けで活気が生まれると冗談まじりに話しながら、職場、職員に影響があると持ち上げてくだ
さった。また、大学と自治体の連携について「お互いがよくなることだ」と持論を述べられ
た。当日、司会者の役を仰せつかっていたので、町長のご発言を殴り書きのメモから再現す
ることは難しく、誤りがあるかも知れない。町長からは、あわせて「大学は何をすべきか、
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20年後を視野に入れて考えてほしい」と注文を出されたように記憶する。
率直に言って、まだ受入れ自治体側に明確なメリットが出るところまで進んでいないと
思っている。筆者自身は、産官学連携は個別の大学と個別の自治体の連携の中でフィフティ
フィフティの答が出るものではなく、「将来の人材育成」という課題に関して全国規模のス
ケールで、大学総体と自治体総体とで連携協力していく話なのではないかと考えている。そ
の意味で、いま直接わが大学側が東川町に対して反対給付できるものがないのも止むを得な
いのかも知れない。とはいえ、実習中に学生に与えられた課題などに学生目線で真摯に回答
を返していくことは引続き必要なことであり、その視点が万分の一でも行政の現場に刺激を
与え、自治体や地域の活性化につながるものになれば望ましいことだと思う。
（4）　今後の「産官学連携」を成り立たせるもの
今後の産官学連携を成り立たせるものとして、1点目は、連携すべき点を明確にすること
である。大学側の就業力育成に対し、自治体側の要望についても遠慮なく示していただくこ
とが必要と思われる。期待に応えられるかどうかは別としてだが。2点目は、信頼関係の構
築である。連携先との信頼関係樹立なしには、産官学連携は一歩も前に進まないと認識すべ
きである。この点でも、東川町側の窓口の杉山地域活性課長を筆頭として、学生の受入れ先
の各課長の皆様の「ウェルカム」な姿勢にただただ頭が下がるばかりで、果たして大学側は
信頼していただけるだけの対応が取れているのか不安が残る。3点目は、産官学連携のイン
フラとして、「教職協同」が必要であるということである。事務方の企画力（グランドデザ
イン）と教員側の専門性のコラボレーションがあってこそ産官学連携が成り立つと考えるべ
きであろう。
４.　おわりに
ながながと拙文を連ねてきたが、「産官学連携ゼミ」の一つである「地方行政・図書館司
書ゼミ」の経緯と現状を報告した。「長期インターンシップ」は連携先の厚意によって、参
加学生たちの成長著しく、大きな成果を挙げていると評価できるだろう。一方、自治体側に
何を返し得ているかという点では、まったく覚束ない現状であることも述べた。今後の課題
としては、大学側あるいはわが司書ゼミとして、もっと連携先への貢献を考えていかなけれ
ばならないということである。答えはまだないが、引き続き努力していきたい。なお、「就
業力の育成」に関して一言付言すれば、ひとえに大学の職員、教員が「手塩にかける」こ
と、学生一人一人と向き合って、丹念に「働くことの意義」を伝えていくしかないと思って
いる。
末尾ながら、あらためて東川町の皆様に深甚の感謝を申し上げたい。筆者は、ありありと
一つの光景を思い浮かべることができる。わがゼミ生の歓迎 BBQパーティで、大きな鉄板
を前に、エプロン姿の数人の男性たちが調理する姿がある。何と、ゼミ生の配属先の課長さ
んたちなのである。まるでわが息子、わが娘を迎える父親のような態度で、「明日からよろ
しくな」と温かい言葉を学生たちに掛けている。その光景が、長期インターンシップのすべ
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てを物語っていると思う。「特別な町」にお世話になっていることのありがたさを思わざる
を得ないのである。
もう一つ、嬉しいことがあった。今年になって、2年生が 2人別々に研究室を訪れてきた。
「長期インターンシップ」に参加したいが申し込みはいつかと言うのだ。3年次であること、
申込みは来年の 2月頃になる旨答えたのだが、この 2人が揃って、大学ホームページに載っ
たゼミのブログを見て入学して来たというのである。じつは、今年のオープンキャンパスに
訪れる受験生からも、ブログを見ての問い合わせが数件寄せられているそうで、そうした反
響にゼミ担当者として責任の重さを感じている。
「産官学連携ゼミ」の運営にあたっては、就職・キャリア開発課の中塩課長、渡辺敏生さ
ん、課の皆さんに大変お世話になっていることをこの場を借りて謝意を表したい。
